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　【　第26回男子世界選手権　】

2019年1月10日～1月27日　開催地：ドイツ、デンマーク

試　合　結　果　報　告 1 月 19 日 （ 土 ）
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　予選リーグを6位で終えた日本は、デンマーク・コペ
ンハーゲンに移動し、21位-24位の順位決定戦（プレ
ジデントカップ）に臨んだ。相手はグループA６位、コリ
アとの対戦となった。
　前半5：１ディフェンス、部井久をトップに置き攻撃は
左バック、信太を２枚目ディフェンスからセンターに起
用する布陣からスタートした。立ち上がり早々、不運
な退場が２つ続き、リズムに乗れない日本であった
が、フットワークを生かしたディフェンスやGK甲斐の
好セーブ、吉野の得点で互角のスタートを切った。20
分過ぎから土井、成田の３連取で11対7の4点差をつ
けて流れをつかんだが、その後シンプルに1対1から
攻めてくるコリア20番KANG Tと34番KANG Jに押し込
まれる形で失点。前半は14対12の2点リードで折り返
した。
　後半、コリアは、日本ディフェンス２枚目の外側にポ
ストを置く攻撃を起用してきた。日本はそれにうまく対
応できず、退場や７mＴにより失点してしまう。また、
チャンスにもコリアGK1番PARKにセーブされてしま
い、10分経過時には16対17と逆転を許した。しかし、
そこから土井が素晴らしい集中力を見せて得点。７人
攻撃も機能し、東江の得点で残り10分、再び逆転に
成功した。その後どちらも譲らず、一進一退の攻防が
続くが、残り2分コレアの切れ味鋭い１対１から７mＴを
与えてしまい、これを9番JOが２本連続で決め、27対
25の2点差で敗退した。
　８月のアジア大会において韓国とは２試合をして
「引き分け」と「1点差敗退」であった。今回の試合も内
容的には日本が勝利できる試合であった。しかし終
わってみると退場７回、７mＴ７本による失点となって
しまい、流れをつかめず試合が進んでいったことが残
念でならない。この大会最後の対戦はアフリカ代表ア
ンゴラ。ワイルドカードでつかんだ世界挑戦へのチャ
ンス、2020東京に向けた新たなスタートとなるよう
チャレンジ精神で全力で臨む。


